
１１．．水水安安全全計計画画ととはは 

水道水を家庭の蛇口へ届けるまでには、原水（河川等から取水した水）を浄水場できれい

にし、できた浄水は、水道管により配水場などを経由して送られます。しかし、蛇口まで

の過程には水道水の安全をおびやかすさまざまな危害（リスク）が潜んでいます。  

これまで以上に安全な水道水を安定して供給するため、これらのリスクを分析して水道事

業体で必要な対応の方法をとりまとめたものが「水安全計画」です。  

 当企業団では、平成 22 年３月に「荒木浄水場水安全計画」を作成し、運用しています。  

 

２２．．水水安安全全計計画画にに基基づづくくリリススククへへのの対対応応ののイイメメーージジ   

水安全計画では、どこで、どのようなリスクが発生するか、また、どのような手段によっ

て監視し、水質変化があった場合にはどのように対応するかなど、あらかじめ関係部門で

必要となる対応方法を決めておきます。リスクが発生した場合には、各部門が連携し、よ

り迅速・的確な対応をとることができます。 

 

 
 

３３．．水水安安全全計計画画のの主主なな内内容容 

 

  

リスクの洗い出しと分析 

•過去の水質事故事例な
どから、想定される危
害（リスク）を工程ご
とに全て洗い出し整理
します。 

•洗い出した個々のリス
クに対し、発生頻度と
影響の度合いを考慮し
て、重要度のレベルを
設定します。 

対応マニュアルの作成 

•水質監視上重要と考え
る監視ポイント及びこ
こで達成すべき管理目
標値等を設定し、これ
らを監視する手段や、
改善のための対応を整
備します。 

•特に重要度の高いリス
クについて、異常発生
時の対応手順（連絡体
制を含む）をマニュア
ル化します。 

継続的な検証と見直し 

•毎年、計画の運用状況
について検証し、きち
んと監視や対応が行わ
れ水質が適切に管理さ
れていたか確認します。 

•また、最新の技術情報
などから見直しを行い、
必要に応じて計画を改
訂します。 



４４．．水水安安全全計計画画作作成成にによよるる効効果果 

 

５５．．実実際際のの対対応応例例 

 当企業団が対応する実際の例は下表のとおりです。  

  
 

 
 
 

水の安全性の確保 

•水源から給水栓までの
過程において、水質に
関する危害や危害発生
原因を分析し、きめ細
かに管理することで、
水道水の安全性の向上
を図ります。 

信頼性の確保 

•これまでの水質管理に
関する取り組みを一層
強化し、より高いレベ
ルの安全性とおいしさ
を確保していくことで、
お客様からの信頼を確
保します。  

技術力の維持向上 

•水安全計画の継続運用
を通して得られた豊富
なノウハウ（技術）を
逐次反映させることで、
技術の継承とレベルの
向上が図られます。  


